
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

こんにちは　皆野町議会です！

み～な

破風山

表紙シリーズ みなの 新 観光スポット
「札所34番水潜寺」
秩父札所めぐりの最後をかざる水潜寺は、
日本百観音の結願寺でもあります。
今年は12年に一度の総開帳の年。
破風山は巡礼道にもなっています。
故郷秩父の再発見の旅に
出てみませんか？

平成26年 6月定例会
2014 年 8 月 1 日 発 行

第10号
埼玉県皆野町議会

６月定例会
「議会はここに注目！」
定住促進事業に1500万円追加補正

P.2

P.4町に聞きました

 ４名の議員が一般質問
P.6

委員会からの報告
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

６
月
定
例
会　

 「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果　

皆
野
町
議
会
第
２
回
定
例
会
は
６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
6
件
の
町
長
提
出
議
案
を
慎
重
審
議
し
、
す
べ

て
の
議
案
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

で
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
4

月
30
日
に
は
、
第
１
回
皆
野
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
審
議

結
果
は
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

 平成 26年　第２回（６月）定例会

　

当
初
予
算
総
額
に
８
９
３
５
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
41
億
９
９
４
５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
の
主
な
も
の
で
国
庫
補

助
金
、
県
支
出
金
は
、
2
月
の
雪
害
に
対
す
る
支
援
事
業
の
補
助
金
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
は
、定
住
促
進
事
業
、大
雪
被
害
住
宅
助
成
金
の
追
加
で
す
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今年４月から始まった定住人口の増加を図ることを目
的とした住宅取得を奨励する「定住促進事業」に町民
の多くの方から関心が寄せられ、当初予算を大幅に超
えた申請がありました。

一般
会計
歳
入

歳
出

８
９
３
５
万
円
を
追
加
補
正

41
億
９
９
４
５
万
円

定
住
促
進
事
業
に
１
５
０
０
万
円
追
加
補
正

質
疑

大
雪
被
害
住
宅
助
成
金 

の
申

請
件
数
は
何
件
あ
り
ま
す
か
。

答
弁

申
請
期
間
を
過
ぎ
て
も
申
し

込
み
が
あ
り
、
６
月
９
日
現
在

２
０
４
件
で
、
金
額
は
７
５
４
万
円

で
す
。
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
次
回

９
月
議
会
の
補
正
予
算
で
行
い
ま
す
。

質
疑

倒
壊
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

等 

の
撤
去
が
進
ま
な
い
状
況
で
、
年

内
に
撤
去
さ
れ
な
い
場
合
の
補
助
金
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。

答
弁
な
か
な
か
再
建
が
進
ま
ず
年
内

で
は
き
び
し
い
状
況
で
、
続
け
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
国
に
申
し
入
れ
て
い

き
ま
す
。

平
成
26
年
度
皆
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

第９号（5月1日発行）「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための
法律の制定を求める意見書を提出」の欄で、脱字がありましたのでお詫びし訂正いたします。
（誤）容器包装の拡大生産者を強化し 、リサイクルの社会コスト
　　　　　　　　　  　→（正）容器包装の拡大生産者責任を強化し、リサイクルの社会的コスト

お詫びと訂正
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請
せいがん
願とは

憲
けんぽうだい
法第 16条

じょう
で認
みと
められた国

こくみん
民の権

けんり
利で、国

くに
や地

ちほ う じ ち た い
方自治体に意

いけん
見や要

ようぼう
望を述

の
べることができる制

せいど
度です。

町
まちぎかい
議会に提

ていしゅつ
出する場

ばあい
合は、議

ぎいん
員の紹

しょうかい
介が必

ひつよう
要となり、提

ていしゅつ
出された請

せいがん
願は、所

しょかん
管する常

じょうにんいいんかいとう
任委員会等で審

しんさ
査し、

本
ほんかいぎ
会議で採

さいたく
択か不

ふさいたく
採択かを決

けってい
定します。

質
疑

定
住
促
進
事
業 

に
つ
い
て
、

見
通
し
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

す
か
。

答
弁
当
初
予
算
で
は
、
５
件
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
を
超
え
て

現
在
13
件
の
申
請
が
あ
り
、
今
回
の

補
正
で
15
件
分
を
追
加
し
ま
し
た
。

現
在
町
外
か
ら
の
転
入
者
は
な
し

で
、
町
内
業
者
の
利
用
は
２
件
で
す
。

質
疑

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム 

に
つ
い
て
、
自
治
体
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
か
。

答
弁
個
人
情
報
の
流
出
、
サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
お
そ
れ
、
安
全
対
策
を
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
コ
ス
ト
が
か
か
る
等
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

「介護保険要支援者
への保険給付を継続
するよう国に意見書
の提出を求める請願」
は不採択

　本請願内容は要支援者を対象とした

部分に限られており、今後さらに見込

まれる要介護者への保険給付の必要性

などは明記されていません。要介護者

への制度内容を充実維持存続すること

が、より重要であるとする意見が多数

あったことから、本請願について委員

会としては不採択としました。本会議

においても委員会の請願審査報告どお

り不採択となりました。

平成26年第１回臨時会（４/30 ）で審議された議案 審議結果

町長等の給料の特例に関する条例の制定について 原 案 可 決

専決処分の承認を求めることについて（皆野町税条例等の一部を改正する条例） 原 案 承 認

専決処分の承認を求めることについて（皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原 案 承 認

専決処分の承認を求めることについて（平成25年度皆野町一般会計補正予算（第５号）） 原 案 承 認

皆野町副町長の選任について（土屋良彦氏　大字国神） 原 案 同 意

平成26年第２回定例会（６/12 ）で審議された議案 審議結果

皆野町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

平成26年度皆野町一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

人権擁護委員候補者の推薦について（田島伸一氏　大字三沢） 原 案 同 意

人権擁護委員候補者の推薦について（山口三千代氏　大字皆野） 原 案 同 意

介護保険要支援者への保険給付を継続するよう国に意見書の提出を求める請願 不 採 択

過労死防止基本法の制定を求める意見書採択を求める請願 委員会付託

町
長
提
出
議
案

　

請
願

町
長
提
出
議
案



一般質問の内容をすべて文字にすると、Ａ４サイズの用紙で20～ 30ページのボリューム。そのため議会だよりでは議員本人が要約
執筆したものを載せています。全文は総合センターなどに設置されている会議録のほか、町ホームページ（議会欄）でも閲覧できます。
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常つ
ね
や
ま
と
も
こ

山
知
子 

議
員
が
問
う

山
林
の
整
備
に
つ
い
て

本
当
の
「
防
災
皆
野
で
す
」
に
つ
い
て

小こ
す
ぎ
し
ゅ
う
い
ち

杉
修
一 

議
員
が
問
う

町
道
皆
野
94

号
線
（
駒
形

区
）
は
昨
年
度
に
お

い
て
、
あ
ら
か
た
の

拡
幅
・
整
備
工
事
を

終
え
、
重
要
な
生
活

道
路
に
あ
っ
て
通
行
・
排
水
等
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、

も
は
や
踏
切
の
拡
幅
を
早
期
に
実
施

し
、
全
線
整
備
を
目
指
し
て
地
域
住

民
の
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

踏
切
の
拡
幅
に
関
し
て
は
、

地
域
住
民
の
長
年
の
念
願
で

あ
る
の
と
現
状
が
危
険
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
に

秩
父
鉄
道
と
の
協
議
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
こ
ち
ら
は
防
災
皆
野
で
す
」

と
言
っ
て
始
ま
る
放
送
で
防

災
と
は
無
関
係
の
お
知
ら
せ
が
さ
れ

て
い
る
の
に
は
、
違
和
感
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ「
防
災
皆
野
」な
の
で
す
か
。

ま
た
、「
防
災
皆
野
で
す
」
と
言
っ
て

防
災
以
外
の
放
送
が
さ
れ
る
の
に
町

民
が
な
れ
て
し
ま
う
と
、
本
当
の
防

災
放
送
が
軽
視
さ
れ
な
い
か
と
心
配

さ
れ
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

「
防
災
皆
野
で
す
」
は
電
波

法
に
よ
る
放
送
の
識
別
信
号

で
あ
り
、
そ
の
後
に
担
当
課
名
等
を

組
み
入
れ
て
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
意
見
を
認
識
し
、

違
う
発
信
が
で
き
な
い
か
県
と
も
相

談
し
て
み
ま
す
。

道
の
駅
に
ホ
タ
ル
の
旗
を

田
野
沢
清
流
会
の
活
動
の
お

か
げ
で
、
皆
野
町
で
も
今
や

希
少
と
な
っ
た
ホ
タ
ル
が
守
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
町
で
ホ
タ
ル
の
旗
を
つ

く
っ
て
こ
の
時
期
道
の
駅
に
あ
げ
た

ら
い
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
が
。

町
は
田
野
沢
清
流
会
の
ご
努

力
に
感
謝
し
後
援
を
続
け
て

い
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
車
が
多
く

来
る
と
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
と
い

う
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。

皆
野
町
で
は
、
こ
の
10
年
間

に
大
雨
や
大
雪
な
ど
に
よ
り
、

小
規
模
な
土
砂
災
害
が
繰
り
返
さ
れ
、

倒
木
や
そ
れ
に
伴
う
土
砂
崩
れ
な
ど

が
ふ
え
て
危
険
度
が
増
し
て
い
ま
す
。

山
林
の
整
備
に
つ
い
て
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
２
月
の
大
雪
に
つ
い
て
、
３
月
議

会
で
「
道
路
脇
の
山
林
に
つ
い
て

早
急
に
対
策
を
と
る
」
と
い
う
答

弁
で
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
ま
す
か
。

②
平
成
23
年
「
皆
野
町
森
林
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
現
在
林
業
の
保

全
に
つ
い
て
ど
う
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

①
日
野
沢
藤
原
地
区
に
つ
い

て
は
、
お
お
む
ね
所
有
者
か

ら
同
意
が
得
ら
れ
そ
う
な
の
で
、
伐

採
に
向
け
て
９
月
議
会
で
補
正
予
算

等
を
組
む
予
定
で
す
。

　

②
森
林
の
保
全
に
つ
い
て
は
手
が

入
ら
ず
、
大
水
・
大
雪
に
よ
っ
て
状

況
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
の
は
指
摘

さ
れ
た
と
お
り
で
す
。
人
工
林
の

75
％
は
個
人
所
有
の
山
林
で
、
ほ
と

ん
ど
手
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

町
、
県
、
森
林
組
合
、
所
有
者
と
連

携
し
て
森
林
の
適
正
な
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

山
林
の
災
害
を
防
ぐ
た
め
、

専
門
家
に
よ
る
山
の
調
査
を

行
い
、
危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

町
が
主
体
的
に
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

個
人
の
山
林
に
ど
れ
だ
け
町

が
助
成
し
て
い
っ
た
ら
よ
い

か
は
課
題
で
す
が
、
今
後
も
振
興
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
上
部
に
も
強
く

要
望
し
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

６
月
定
例
会　
「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

一
いっぱんしつもん
般質問をする上

うえ
でのきまりごと

一
いっぱんしつもん
般質問は事

じぜん
前に出された「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」に沿

そ
って行

おこな
われ、その内

ないよう
容によって町

ちょうちょう
長・教

きょういくちょう
育長はじめ担

たんとう
当  課

かちょう
長が答

とうべん
弁します。質

しつもん
問の順

じゅんばん
番は通

つうこくしょ
告書の

提
ていしゅつじゅん
出順で、議

ぎいん
員１
ひとり
人あたりの持

も
ち時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。
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以
前
、町
長
へ
の
要
望
は
「
個

人
情
報
」
な
の
で
公
開
で
き

な
い
旨
、
答
弁
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

道
路
の
改
良
等
、
行
政
区
長
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
要
望
に
つ
い
て
は
公
人

か
ら
公
人
へ
の
も
の
で
あ
り
、
個
人

情
報
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
望
に
つ
い
て

も
公
開
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
。

ま
た
こ
れ
ら
の
要
望
事
項
の
取
捨
選

択
の
検
討
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。
予
算
書
で
初
め
て
明

ら
か
に
な
る
と
い
う
の
が
現
状
だ
が
、

一
括
さ
れ
た
項
目
で
は
詳
細
が
分
か

り
に
く
く
、
実
態
が
分
か
ら
な
い
。

ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
い
る
の
か
。

町
長
へ
の
要
望
は
誰
で
も
気

軽
に
自
由
に
で
き
る
よ
う
、

ま
た
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
第

三
者
に
は
公
表
し
て
い
な
い
。

　

要
望
等
の
予
算
化
は
そ
の
内
容
を

精
査
し
、
必
要
度
、
緊
急
度
、
投
資

効
果
、
財
源
な
ど
を
総
合
的
に
検
討

し
、
判
断
す
る
。
最
終
的
に
は
町
長

の
意
思
に
よ
る
。
実
施
に
当
た
っ
て

は
議
会
に
提
案
し
、
事
業
の
内
容
を

説
明
し
、
議
決
を
経
て
、
執
行
す
る

こ
と
に
な
る
。

要
望
に
つ
い
て
は
議
会
に
も

委
員
会
等
あ
る
わ
け
で
、
情

報
を
公
開
し
、
と
も
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
、
そ
れ
こ

そ
が
議
会
と
町
長
が
車
の
両
輪
と
な

る
姿
で
あ
ろ
う
。お
出
か
け
タ
ク
シ
ー

に
し
て
も
議
会
サ
イ
ド
は
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
視
察
等
で
働
き
か
け
を
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
執
行
側
と

業
者
の
２
者
だ
け
に
よ
る
検
討
で
提

案
さ
れ
た
。
議
会
の
意
見
は
無
視
さ

れ
た
形
だ
。
今
後
も
同
じ
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

総
合
的

に
検
討

を
し
、
町
長
が
判

断
を
し
て
、
提
案

を
し
、
議
決
を
経

て
、
執
行
し
て
い

き
ま
す
。

林は
や
し　

豊ゆ
た
か 

議
員
が
問
う

町
長
へ
の
要
望
は
秘
密
な
の
か
？

教
育
委
員
会
制
度
を
見
直
す

「
地
方
教
育
行
政
法
改
正
案
」

が
５
月
20
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
可

決
、
今
国
会
で
成
立
す
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
正
案
は
、

首
長
が
自
治
体
の
教
育
方
針
を
示
す

大
綱
を
策
定
し
、
教
育
の
重
点
施
策

に
つ
い
て
首
長
主
宰
の
「
総
合
教
育

会
議
」
で
教
育
委
員
会
と
協
議
す
る

と
し
て
い
る
。
し
か
し
教
育
委
員
会

の
協
議
・
決
定
に
大
き
な
枠
を
は
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
改
正
案
の
原
型
は
、
大
阪
の

橋
下
市
長
・
松
井
知
事
の
も
と
で
進

め
ら
れ
た
「
首
長
が
教
育
目
標
を
定

め
、
こ
の
目
標
に
沿
っ
た
責
務
を
果

た
さ
な
い
教
育
委
員
を
罷
免
で
き
る
」

な
ど
と
し
た
「
大
阪
府
教
育
基
本
条

例
」
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
全
国
規
模
で
合
法
化
し
政
治
が

教
育
に
介
入
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
改

正
案
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

改
正
案
に
対
す
る
町
長
と
教
育
長
の

考
え
は
。

【
町
長
】
現
状
の
教
育
委
員

会
制
度
を
よ
り
機
能
的
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、

世
界
に
通
用
す
る
人
材
育
成
の
た
め
、

そ
の
成
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　
【
教
育
長
】
今
回
の
「
制
度
改
革
」

が
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
ん
な
利
益
が

あ
る
の
か
、
学
校
に
と
っ
て
何
が
よ

く
な
る
の
か
、
そ
う
し
た
視
点
が
欠

け
た
ま
ま
進
行
し
て
い
る
気
が
し
て

い
る
。
自
治
体
の
首
長
と
教
育
委
員

会
が
教
育
の
充
実
、
子
ど
も
の
幸
せ

の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

【
要
請
】
最
近
の
政
治
情
勢
か
ら
教
育

委
員
会
の
事
実
上
の
解
体
は
必
至
の

状
況
に
あ
り
、
首
長
や
教
育
長
の
考

え
が
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
戦
前
の
よ
う
な
「
教
育

へ
の
政
治
介
入
」
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
も
運
用
面
で
「
教
育
行
政
の

自
主
性
や
政
治
的
中
立
性
が
保
た
れ

る
」
こ
と
を
強
く
要
請
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
制
度
改
革
と

　
　
　
　
　

教
育
行
政
に
つ
い
て

内う
ち
か
い
か
つ
お

海
勝
男 

議
員
が
問
う

一
いっぱんしつもん
般質問をする上

うえ
でのきまりごと

一
いっぱんしつもん
般質問は事

じぜん
前に出された「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」に沿

そ
って行

おこな
われ、その内

ないよう
容によって町

ちょうちょう
長・教

きょういくちょう
育長はじめ担

たんとう
当  課

かちょう
長が答

とうべん
弁します。質

しつもん
問の順

じゅんばん
番は通

つうこくしょ
告書の

提
ていしゅつじゅん
出順で、議

ぎいん
員１
ひとり
人あたりの持

も
ち時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。

町に聞きました「 一 般 質 問 」
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め
再
生
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を
使
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し
て
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ご意見
募集します！

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791

編集後記

平
成
26
年
６
月
定
例
会

2014
年
８
月
1日
発
行

町民の皆様より、
議会だよりに関する
ご意見を募集いたします。

発行：埼玉県皆野町議会
編集：議会だより編集委員会
TEL 0494-62-1467　Fax 0494-62-2791
gikai@town.minano.saitama.jp
〒 369-1492　埼玉県秩父郡皆野町大字皆野 1420-1

次の定例会は
９月中旬頃に
 開催される予定です。 み～な

FAX

メール

傍聴、お待ちしています

　委員長 常山知子　副委員長 内海勝男
　委　員 林　 豊・新井達男・大澤金作・小杉修一

議会だより編集委員会 「私たちが編集します！」

「愛乗りタクシー」を視察
総務教育厚生常任委員会

委員長  林　　豊
　寄居町は、中心市街地の空洞化、周辺部に交
通不便地域があること(人口の４分の１)など、
皆野町と類似点があります。一見、交通不便地
区対策？　で、皆野町で昨年度より実施された
「おでかけタクシー」と同種のものかと思われ
ましたが、｢愛乗りタクシー｣ は名こそ似ている
ものの、内容はまったく違っていました。町民
であれば誰もが利用可能である点が大きな違い
です。自宅から乗れて、町内300ヵ所に設定
された目的地に行けます。加えて利用料金は１
回当たり300円と安価で利用しやすい設定で
す。これらは単に交通不便地域の解消だけでな
く、高齢化によって全町的に生まれつつある買
い物難民等の対策にも有効です。
　このような制度が生まれたのも、町民へのア
ンケート等の調査や本格実施前に町民を含む多
方面の委員からなる検討委員会での実施方法
の検討や、試行に
より町民のニーズ
に近づける努力が
あったからでしょ
う。

平成25年度工事実施箇所を視察
産業建設常任委員会

委員長  大澤金作
　平成25年度事業は、建設課55件、産業
観光課15件で、それぞれが計画のとおり完成
していることを確認しました。特に、町道皆野
139号線は橋梁の４ヵ所にオブジェ的な「み～
な像」を設置、親しまれるように配慮されてい
ました。また、林道能林線補修工事では、埼玉
県内初となる「ポーラスコンクリートブロック　」
を使用した、テールアルメ工法により、自然生
態系・景観の向上に配慮したものでした。今後
も継続事業を確実に実施することや、工事現場
の安全確保・現場管理の徹底を図るなど、執行
体制の強化や計画的・効率性を重視した事業推
進とよいアイデア等による活性化を望む意見が
出されました。
　一日中雨天でした
が、中身の濃い委
員会調査となりまし
た。

委員会から報告します！

　この夏も猛暑になるのか。８月15日は「終戦記念日」、
先の「太平洋戦争」で日本人だけでも310万人が犠牲
になった。「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こ
ることのないようにする」ことを決意し生まれた「憲法
第９条」。戦後69年が経った今日、実質的な戦争に参
加し武力行使に繫がる「集団的自衛権行使容認」の「解
釈改憲」。戦争によって、武力行使によって、犠牲にな
るのは「自衛隊員・若者・国民」である。再び犠牲を繰
り返してはならない。（Ｋ・Ｕ）
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＊ポーラスコンクリートブロックとは
コンクリートでありながら内部にすきまを持たせることで、
植物の根や水・空気を通すことができ、生物の生育が可能
な環境にやさしいブロックのことです。

町道国神１号線も視察

当日１時間前まで予約可能です

＊




